
◆ 年末年始 休館のお知らせ ◆ 

今年もセンターのご利用ありがとうございました。12 月 29 日(水)～令和 4 年 1 月 3 日(月)は休館します。 

1 月 4 日(火)からは通常通り開館いたしますので、どうぞご利用ください。 
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★ 令和 3 年度男女共同参画社会づくり基礎講座 
in 五城目町 ２／18（金）予定 

  in 大潟村   3 月中旬頃 予定 
 

★ 令和 3 年度第 2 回中央地域連携ネットワーク会議 
        ２／22（火）予定 
 

★ 令和 3 年度第 2 回利用者懇談会 
           1／25（火） 予定 
 
★ 独立行政法人国立女性教育会館所蔵図書 

100 冊の展示と貸出(1 ⽉〜３⽉) 
新テーマは 

「SDGs、男性性、家族、 
しごと、生活」です。                

 

あらゆるステージの「生き方応援館」 
発⾏︓秋⽥県中央男⼥共同参画センター 電話︓018･８36･7853 http://akitawmc.com/ 
〒010-0001 秋⽥市中通 2 丁目 3-8 アトリオンビル６Ｆ 指定管理団体・NPO 法人いきいき F ネット秋⽥ 

http://akitawmc.com/ ハーモニープラザ だ り 
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ハーモニー相談室 

利用登録団体 129 団体にご協力いただき活動しています 
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相談無料 秘密厳守 

             これからのご案内        １⽉〜３⽉       

報告.１ 地域の女性リーダー養成塾 
「あなたの一歩が地域を変える」を開催しました 

 

● 相 談 時 間  ⽉曜〜⼟曜⽇ 10 時〜17 時（休業⽇ ⽇・祝⽇） 
● 相 談 方 法  面接（要予約）電話 メール（HP 参照） 

※ ご予約のない面接希望者は、お待たせしたり後日改めての来室をお願いする場合がござい
ますので、ご留意ください。 

～あなたらしい生き方を応援します～ 

お問合せは 秋田県中央男女共同参画センター ℡018-836-7853 
 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、マスクの着用、手指の消毒の徹底、三密の回避のご協力をお願いします。 
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★大人の折り紙教室(要申込) 
1/13（木)、20（木) どちらか 1 日 

 10 時〜12 時 「ツバキ」 
※月 2 回木曜日開催予定 
   
★お絵かきサロン 
 1/14  (金) 10 時半〜 
※月 1 回金曜日開催予定（不定期） 
 

★おもちゃ病院 
    2/5 (土) 10 時〜14 時 

※修理は無料 予約不要 
 
 12/4（土）開院中の様子 

 私たちが生きるためには、バランスの良い栄養が必要ですが、実はこころにも栄養が必要
なのだと思います。以前、金 ⾹百合さん（ホリスティック教育実践研究所所⻑）の講座を受
けた時に学んだことですが、からだの栄養は、適切に①食べること②眠ること③動くことで
す。適切にというのがミソですね。 
 では、こころの栄養とは何でしょうか。①安心・安全と感じられる②大切にされている③
関心をもたれている④聞いてもらっている⑤認められている⑥ほめられている⑦信頼されて
いる⑧感謝されている⑨あるがままに受容されている。の 9 つだそうです。 
 こういうものを周りの人からもらえると自尊感情が高まります。反対に奪われたり不足し
ていると自尊感情が低くなり気持ちも荒れてしまいやすくなります。そして、こころの栄養
を充足するためには 3 つの方法があるといいます。人からもらう。自分であげる。自然から
もらう。というものです。 
 ⼥性は、ジェンダー（社会が求める男らしさ、⼥らしさ等）で従順さが求められる場合が
多く、相手を優先しがちです。また人のケア役割も引き受けている人が大勢存在しています。
こころの栄養は他者に与えてはいても、自分では受けることが難しいのではないでしょうか。 
 このような生きづらさを感じている方も、どうぞ当センターの相談室をご利用ください。
お電話お待ちしております。 

11 月 23 日（火）、センター研修室において約 20 名が参加して
『地域の女性リーダー養成塾』が開催されました。 

講師に能代市⾃治会連合協議会会⻑の能登祐⼦さんをお迎え
し、「魅力的な⾃治会をつくるために」というテーマで講演してい
ただきました。女性たちがコミュニケーションを通じて気づいた
「不便を解消したいという小さなきっかけ」が大きな成果につな
がるチャンスとなったこと、女性の参画でより魅力的な⾃治会活
動ができることなど、⾃身の経験を通して話されました。 

 自身の経験を話される講師の能登祐子さん 

地域の女性リーダー育成事業⾃治会運営アド
バイザー4 人の方々とのパネルトークの後、「持
続可能な⾃治会活動のための私の一歩」という内
容でグループワークを行いました。ワークの途中
でメンバーが交替する形式をとったことで、より
多くの参加者と意見交換ができる良い機会とな
りました。 

グループワークでは、「〇〇のために、〇〇
を工夫して、〇〇という事業を考えた」という
テーマで、⾃治会活動に参加者が気軽に集ま
れる事業についてそれぞれ検討しました。多
様性の問題や世代間交流、高齢社会、行政との
つながりなど、さまざまな問題について活発
な議論が交わされました。 

最後に、「これからの私の一歩」として、⾃主防災組織への取組み、若い世代や⼦どもを
巻き込んでの地域づくり、男性の意識改革、共感できる仲間づくりなど参加者それぞれが発
表して講座は終了しました。 

今年度の地域の女性リーダー育成事業の一貫として、女性⾃治会⻑等の交流会が、12 月
26 日（日）センターの研修室にて開催されます。 

地域の女性リーダー育成事業自治会運営 
アドバイザーの方々(4 名)とコーディネーターの
能登祐子さんとのパネルディスカッションの様子 

グループワーク成果発表の様子 



第 65 回全国大会 in 秋田にご参加、ご協力を頂きまして、誠にありがと
うございました。 

昨年度同様、新型コロナウィルス感染拡大の懸念がある中での開催とな
り、やむなく県外からの参加は原則オンラインとさせていただきました
が、県内そして全国から大勢の方にご参加頂き、ハイブリット方式で開催
出来たことは私達にとっても大きな⾃信に繋がったと考えております。 

また、日頃よりセンターと関わりのある方々、そして秋田県内３つの男
女共同参画センターと実行委員会を結成し、大会の運営を進めてまいりま
した。このことは地域における男女共同参画センターの位置付けとジェン
ダー平等の重要性を更に全国に発信し、なによりも男女共同参画推進の今
日的課題解決に向け、全国の会員館や地域組織との今後に向けた有機的な
連携のきっかけになり得ると感じております。 
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   イベント終了レポート 

櫻井さん

県内における女性と男性のジェンダ―格差は著しく、人
口、雇用、教育などにおいて負の連鎖を引き起こしていま
す。ジェンダー格差という大きな社会課題には、組織、世
代、性別の枠を超え、知見を出し合って横断的に取り組ま
なければなりません。ジェンダー平等を推進しながら、障
がい者、LGBTQ、外国人、在日コリアンなどを含めて
「誰もが生きやすい社会」の実現に近づいていくことが必
要です。あなた⾃身が何らかの当事者ではなくとも、「ア
ライ」（支援者）として当事者の不安や迷いを想像し、味
方になることはできます。秋田県においてもいろんなアラ
イが増え、アライシップ（「⾃分の属していない」社会的に
不利な立場で虐げられている集団を、理解・支援し、味方にな
ること）が生まれることを願っています。 

秋田県 次代の女性リーダ応援事業 

開催終了報告 

◆ 第 1 日 11/5（⾦） 

ハーモニーネット Weeks 
10 ⽉ 23 日（⼟）〜11 ⽉ 6 日（⼟） 

         
アート作品『あなたの「性差にまつわ
る差別の経験」を聞かせてください』 
阿部由布子氏／田村萌絵氏 

『アートで見る性差別社会』（絵画） 
大城舞未加氏 

12 月 3 日（金）4 日（土）の二日間、
ハーモニープラザ移動図書プロジェク
ト「book shelter」（主催：秋田公立美
術大学大学院複合芸術研究科）が秋田
市文化創造館で開催されました。 

ハーモニープラザの蔵書 80 冊を文
化創造館に移動し、そこに集う人たち
に⾃分⾃身と向き合ってゆっくり本と
対話する時間を提供すると同時に、社
会資源の一つとしての中央男女共同参
画センターを広く周知する目的で、岩
瀬海さん、櫻井莉菜さん（大学院複合芸
術研究科修士 1 年）が企画担当しまし
た。 

当日は、幅広い年代の人たちが訪れ、
じっくり読書したり、友人と本の感想
を話し合ったり、それぞれ⾃由に book 
shelter での時間を過ごす姿が見られ
ました。 

ジェンダー平等を目指して〜誰一人取り残さない社会とは〜をテ
ーマに開催した全国大会で、実行委員⻑として尽力いただいた
JICA 東北の野口聡子さんに大会を終えての思いを伺いました。 

岩瀬さん 
ハーモニープラザの居心地の良い
空間を別の場所まで拡張すること
はできないかと考え、始めたプロ
ジェクトでしたが、実施してみる
と、そこに訪れる方々との交流で
普段は聞けない声を聞くことがで
き、とても貴重な体験でした。 

美術業界のジェンダーギャップや美
術大学のハラスメント問題に関心が
ある私たちだからこそ出来ることを
考えながら作ったプロジェクトで
す。文化拠点の文化創造館と多義的
な shelter の要素を持つ情報拠点の
ハーモニープラザが連携して、秋田
がより⾃分らしく生きられる場所に
なることを願っています。 

ユース世代から発信！私たちが考えるジェンダー平等社会 
ユース世代が、CM の中の隠れたジェンダーバイアス
を分析し、消費者が安心して見られる CM 制作のルー
ルを考え、その結果をセンター内に展示しました。 人口減少、少⼦高齢化等の地域課題を解決するためには、女性たち

が課題解決のカギを握っています。⾃分⾃身をリスペクトして、変化
を恐れずに、良い変化を起こすチェンジメーカーになりましょう！ 

あらゆる分野の女性リーダーの
育成と女性が参画するための課題
を共有し、更なる女性活躍の加速を
目的に話し合いました。「皆さん、リ
ーダーのチャンスがきたら勇気を
持って手をあげ、一歩踏み出してく
ださい！」 

   秋⽥県中央男⼥共同参画センター⻑ 佐々木 美奈⼦ 

開催の様⼦を 10 分ほどのダイジェスト動画にま
とめ YouTube にアップしました。秋田県中央男
女共同参画センターのホームページからもご覧い
ただけます。 

「⽇本社会の未来創造〜政策・方針決定過程に 
おける女性参画の真の意味〜」 

講師：モンテ・カセム 氏 
（公立大学法人国際教養大学理事⻑・学⻑） 

 

「チェンジメーカーになろう 
〜女性(わたし)達の選択で未来は変わる〜」 

講師：麓 幸子 氏 
（作家、ジャーナリスト、元日経ウーマン編集⻑） 

 「あらゆる分野における政策・方針決定 
過程への女性参画をすすめるために」 

女性の環境の中に‟心の支配“の問題があります。従属してしまうと
問題を解決できません。沈黙をせず、声をあげることを継続していく
ことが大切です。皆さんで力を合わせてレジリエントに人情溢れる社
会を目指しましょう。 
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パネルディスカッション 

秋田県中央男女共同参画センター ホームページ 
 

コーディネーター：麓 幸子 氏  
パネリスト： 
鈴木 真実氏（秋田県議会議員） 
能登 祐子氏（能代市⾃治会連合協議会会⻑） 
藤村 幸氏（健康米味楽農場 代表取締役） 
陶山 さなえ氏（秋田県理事） 

登録団体活動紹介 
パネル展 

主催者
から 

 book shelter（ブックシェルター） 

◆ 第 2 日 11/6（⼟） 

第 1 分科会 

第 3 分科会 

第 2 分科会 
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パープルリボン運動 
ガールスカウト秋田県連盟 

コロナ禍で苦境にある女性への支援 

 新型コロナウィルス感染拡大の影響により、困難・課題
を抱える女性に対する支援の充実・強化のため、他のセン
ターの事業事例やアンケート調査の結果報告、参加者との
話し合いを通して、これからの女性への支援のあり方を考
えました。 

これからのセンターのあり方を考える 
地域における男女センターの役割を再認識し、地域課

題や社会の変化に対応する「これからのセンターのあり
方」について SDGｓの視点を用いたワークショップを行
い、今後のセンター運営や地域の男女共同参画の推進に
活用できるように話し合いました。 

http://akitawmc.com/ 
 


